野兎病における免疫血清学的研究, ことに赤血球凝集反応, CRP反応および寒天内沈降反応の意義について by 鈴木 孝安
野兎病における免疫血清学的研究, ことに赤血球凝
集反応, CRP反応および寒天内沈降反応の意義につ
いて
著者 鈴木 孝安
号 581
発行年 1969
URL http://hdl.handle.net/10097/18710
 .一二、)
 氏名(本籍)
 学位の種類
 .学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
 学位論文題目,
 すずき'たか
鈴木孝
やす
 安(福島県)
医学博士
 医第581号
 昭和44年3月6・日
 学位規則第5条第2項該当
 も,
 昭和33年3月
福島県立医科大学卒業
 野兎病に沿ける免疫血清学的研究,ことに赤
 血球凝集反応,CRP反応齢よび寒天内沈降
 .反応の意義について
 (主査》
 論文審査委員教授山'形敵一  教擾石・田・名香雄
教授山根 績
 一1go一
論 文
内
容 要
旨
 野兎病現症者沿よび既往症者90例,ならびに実験的野兎病家兎25羽を用い,野兎病に沿け,
 る赤血球凝集反応,GRP反応冷よび寒天内沈降反応について検討を加えた。
 1赤血球凝集反応
 抗原には野兎病強毒蛯名株の多糖体菌体成分を用い,緬羊赤血球を感作して本反応を実施し,
 特に菌凝集原'応との比較検討を行なった。抗原の最適比稀釈濃度は400倍であったが,野兎病
 現症者および既往歴者55例では,発病後5～4日目で本反応冷よび菌凝集反応ともに陰性のもの
 5例かよび発病年』月日不明の7例を除き,同じ値を示したもの6例,菌凝集反応の高かったもの
 1例で',残り18例では何れも本皮応は菌凝集反応の2～4倍の高い値を示し,しかも肇病後う
 ～2年の経過のものにかいても本反応は2～4倍の値を示している。な夢2例では,発病10日
 目に菌凝集反応がまだ陰性の時期に本反応はて0倍陽性を示した。また蛯名株為よび橋本株で免
 疫した実験家兎について経時的に観察したが,その出現は両反応ともにほぼ同じであるが,何れ
 の時期においても,本反応は2～4倍の高い値を示している。以上の結果より,赤血球凝集反応
 は菌凝集反応に比べて鋭敏で,しかも迅速に現われるものと考えられる。
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 2CRP反応
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 市販抗CRP血清沿よび器具を使用し,野兎病現症煮冷よび既往症者28名,野兎病生菌予防
 ワクチン接種者1名ならびに生菌かよび死菌(加熱)を皮下,あるいは耳静脈内に注射した家兎
 14羽について本反応を実施した。野兎病既往症者,野兎病生菌予防ワクチン接種者むよび野兎
 病加熱死菌接種家兎にかいては,血清凝集反応はすべて陽性であったが,本反応は何れも陰性で
 あった。しかし野兎病現症者では発病後5週以内の場合には本反応はすべて陽性を示しているが,
 5週をすぎ,治癒傾向にある場合や慢性化した場合は陰性であった。また野兎病生菌を注射した手
 実験家兎に沿いて本反応を経時的に観察すると,菌注射後24時間ですでに全例1+陽性を示し・
 5日後5+強陽性,2週後では1例が1+陽性を示ずのみとなゆ,5週後では全例陰性となった。.
 一方菌凝集価は注射後1週ではじめて520～640倍陽性となり,CRPの消失する5週頃は'
 最高の価1,280～2,560倍を示していた。以上の結果より,野兎病にかけるCRPの出現は,
 他の細菌感染症と同じく,その初期冷よぴ最盛期にみられ,その症状の軽快と共に消失すること
 がわかった。したがって野兎病でも,CRP反応は,その症状の推移,軽重,予後の判定,さら
 一491一
 へ.r一'
 け
■
 一"一'】
 に再燃の問題,治癒の判定などに役立っも・のと考えられる。.
 5寒天内沈解反応
 平板寒天を用い,Ouohterユonyの法により,野兎病菌蛯名株の多糖体分画を抗原とし,
 野兎病現症者かよび既往症者27例,野兎病菌で免疫した家兎4均を用いて本反応を実施し,特
 に血清凝集価との関係を検討した。
 航原の最適比稀釈度は400倍であったが,野兎病現症者・既往歴者かよび免疫家兎の何れにお
 いても,血清凝集価が40～80倍以上の場合に本反応は陽性を示し・20倍以下の場合にはそ.
 のほと・んどが陰性で,とくに凝集価が高いもの砥ど早く現われる傾向を示した。また既往歴者中,
 10年を経過したものでも凝集価が80倍以上を示す場合は～ほとんどの例に冷いて本反応陽悔
 を示した。
 なお沈降帯の出現様相およびそのパターンの解析によって,抗原および班体の分析など今後検
 討の必要があり,また再発,.再燃¢滴題,抗生物質療法の効果,かよび慢性型野兎病の経過,治'
 癒の判定などに本反応が広く利用される可能性のあることを認めた。
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 審査結果の要旨
 著者は野兎病現症者および既往症者90例」たらびに実験的野兎病家兎25羽を用い,野兎病
 にむける赤血球凝集反応,CRP友応診よび寒天内沈降反応について検討を加え次の成績を得て
 レ、る。
 赤血球凝集反応野兎病現症者および既往症者55例では、発病後5～4日目で本反応齢よび菌凝
 集反応ともに陰性のもの5例誇よび発病年月日不明の7例を除き,同じ値を示したもの6例,菌
 凝集反応の高かったもの1例で,残り18例では何れも本反応は菌凝集反応の2～4倍の高い値
 を示し,しかも発病後1～2年の経過のものに沿いても本反応は2～4倍の値を示している。す
 なわち赤血球凝集反応は菌凝集反応に比べて鋭敏で,しかも迅速に現われ'るものと考えられる。.
 ORP反応野兎病既症者,野兎病生菌予防ワクチン接種者むよび野兎病加熱死菌接種家兎ヒ
 かいては,血清凝集反応はすべて陽性であったが,本反応は何れも陰性であった。しかし野兎病
 現症者では発病後5週以内の場合には本反応はすべて陽性を示しているが,5週をすぎ,治癒
 傾向にある場合や慢性化した場合は陰性であった。また野兎病生菌を注射した実験家兎に語いて
 本反応を経時的に観察すると}菌注射後24時間ですでに全例1+陽性を示し,5日後5+強陽
 性,2週後では1例が1、+陽性を示すのみとなり,5週後では全例陰性となった。一方菌凝集価
 は注射後1週ではじめて520～640倍陽性とな診,CRPの消失する5週頃は最高の価
 1,280～2、560倍を示していた。すなわち野兎病でも,㌔RP反応はその症状の推移,軽重,
 予後の判定,さらに再燃の問題,治癒の判定などに役立つものと考えられる。
 寒天内沈降反応野兎病現症者,既往症者かよび免疫家兎の何れに沿いても,血清凝集価が一
 40～80倍以上の場合に本反応は陽性を示し,20倍以下の場合にはそのほとんどが陰性で,
 とくに凝集価が高いものほど早く現われる傾向を示した。・また既往症者中,10年を経過したも卯
 でも凝集価が80倍以上を示す場合は,ほとんどの例において本反応陽性を示した。したがって,'
 本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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